
名古屋出入国在留管理局における定期的胸部エックス線撮影（健康診断）実施

要領

令和元年 9月 27日局長決裁

名古屋出入国在留管理局処遇部門

名古屋出入国在留管理局における被収容者の定期的胸部エックス線撮影は，

下記のとおり実施する。

記

1 目的

この要領は，名古屋出入国在留管理局（以下「当局j という。）の被収容

者を対象に，定期的な胸部エックス線撮影を実施することにより，被収容者

の健康管理及び感染症予防に資することを目的とする。

2 撮影対象者

次の者を除き，当局被収容者全員を対象者としてる，初回の実施は原則とし

て入所30日経過後速やかに，その後は直近の実施日から 1年を超えたとき

に医師の撮影指示を受けて実施する。

なお，当局収容後，逮捕等の理由により出所した後，短期間のうちに再度

当局に入所した者については，最初の入所日を起算日とする。

( 1 ）妊娠中又は妊娠が疑われる者

( 2）過去 1年以内に当局診療室，出入国在留管理官署等又は外部医療機関に

おいて胸部エックス線撮影を受け，その結果に異状がなかったことが確

認できる者

( 3 ）検査を希望しない者

( 4）医師が胸部エックス線撮影の実施を不必要又は不適当と判断する者

3 撮影日及び場所

( 1 ）撮影日

医師文は外部委託した医療機関と調整の上，決定する。

( 2）撮影場所

当局診療室内レントゲン室

4 撮影及び診断（読影）実施者

( 1 ）胸部エックス線撮影は，医師又は外部委託した医療機関に所属する診療

放射線技師（以下 f放射線技師Jという。）が行う。

( 2）胸部エックス線撮影の診断（読影）は，医師又は外部委託した医療機関

が行い，診断（読影）の結果に異状が疑われる者又は異状が認められる者

については，当局診療室又は外部医療機関において診療を行うなど必要な
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措置を執る。

5 診断（読影）結果の通知

胸部エックス線撮影を受けた被収容者について，異状なしの所見診断を受

けた者を除き，別紙］ 「胸部エックス線撮影（健康診断）の結果についてJ

をもって撮影結果を通知する。

なお，異状なしの所見診断を受けた被収容者のうち，撮影結果の通知を求

める者については被収容者申出番（当局被収容者処遇細則第19号様式。

以下 「申出番j という。）を提出させた上，別紙1を交付する。

6 実施手）I慎

( 1 ）被収容者の診療事務を担当する上席入国警備専門官（以下「診療担当上

席Jという。）は，胸部エックス線撮影実施直近の庁内診療日までに，被

収容者から上記2に該当する検査対象者を選出した上，当骸対象者の別紙

2 「胸部・エッヲス線撮影（健康診断）受診者名簿J（以下「受診者名簿J

という。）を作成する。

( 2）診療担当上席は，受診者名簿に登載されている被収容者から胸部エック

ス線撮影を受ける意思を確認するため，権影希望の有無を記載した申出金

を提出させ，その結果を同名簿に記載する。

( 3）診療担当上席は，受診者名簿を医師に提出し，同医師から受診者の確認、

を受け，署名及び押印を受けるとともに，照射録の撮影指示医師欄に署名

及び押印を受ける。

(4）診療担当上席は，胸部エックス線撮影実施当日までに，別紙3 「胸部エ

ックス線撮影（健康診断）実施計画書Jに受診者名簿写しを添付した上で，

局長に報告する。

( 5）診療担当上席は，胸部エックス線撮影を終了し，外部委託した医療機関

から別紙4 r照射録 ・判定結果jの提出を受けた後，別紙5 「胸部エック
ス線撮影（健康診断）実施結果一覧表Jにその結果を記載した上で，照射

録写しとともに，別紙6 r胸部エックス線撮影 （健康診断）実施報告書J
に添付して局長に報告する。

( 6 ）当該胸部エックス線撮影当日までに出所済みなどで検査を実施しなかっ

た者については，受診者名簿の備考欄にその旨を記載する。

7 その他

( 1 ）撮影を受けた被収容者が移収，仮放免，在留特別許可等によって当局収

容場以外の場所にいる場合は，適宜の方法で撮影結果を通知することがで

きる。

なお，出国済みの者についてはこの限りではない。

( 2）撮影写真又は撮影データの保存期間は3年，照射録 ・判定結果の保存期



聞は5年とする。

附員lj

この要領は，令和元年10月10日から施行する。



令和 年 月 日

人

殿

年 月 日生）

名古屋出入国在留管理局処遇部門

胸部エックス線撮影の結果にういて

令和 年 月 日に撮影した貴殿の胸部エックス線写真につ いて

陪，以下のとおり医師の診断がありました。

異状なし

要観察

か月 ・ 年後にもう一度検査を受けて下さい。

要精検

精密検査を受ける必要があると思われます。



胸部エックス線撮影（健康診断）受診者名簿

銀影＃~置 *iiせず

渇膨申告望 4骨盤せず

復影事官望 申告望せず

銀影録湿 符3置せず

領彫事骨望 母a・せず

鑓’~賢建 1UIせず

録’~4骨筆 g.望せず

組彫’g-a 4告書Eせず

織彫希望 g.望せず

Ill巴4骨E置 g.望せず

樋彫4昏E置 ＊望せず

銀彫希望 g.aせず

0 緑望 #iiせず

II膨車時望 急・aせず

u事骨望 #iiせず

姐彫4骨望 .tr;鍾せず

鑓’~1骨建 事骨建せず

Ut島~ #aせず

録髭母島：a 4監iiせず

鍋彫明世a ，骨aせず

織彫4骨. ，告翠せず

鐘彫希望 4骨箪せず
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昔十 A 8 C D E F G H 上記名簿記鰻の者に対する胸部エックス線撮影を指示する。

令和 年 月日

医師名 ＠ 
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令和 年

名古屋出入国在留管理局長 殿

名古屋出入国在留管理局処遇部門

首席入国警備官

胸部エックス線撮影（健康診断）実施計画審

月 日

名古屋出入国在留管理局における定期的胸部エックス線撮影実施要領に基

づき， 胸部エ ックス線線影（健康診断）を下記のとお り実施したい。

1 実施日

令和 年 月 円（）

2 実施場所

当局診療室内レントゲン室

3 実施対象者

記

別紙のとおり 人（男性人，女性人）

添付物

胸部エックス線撮影（健康診断）受診者名簿写し 1部



i取級注窓 i

照射録
名古屋出入国在留管理局

；最影日 番号

一一 一 一内‘
氏名

一一 一一
フリガナ

一一 一 一－
性別

一一 一一 一
年齢

一 一一一 一
撮影部位 健康膨断

ー ．． 

撮影条件 管電圧 管電流 FFD 時間・PTOn 

kV mA cm s • donsity 

kV mA cm s • density 

kV mA cm s • density 

特記事項 フィルム

枚

医師名： 新 美 岳 撮影技師名：

判定結果

異状なし 要観繋 要精検

所見

一一医師名：



胸部エックス線撮髭（健康診断）実施結果一覧表

2 I 異状なし .観震 要輔検

3 I 実綾なし ••• 要，a検
4 I .吠なし 要領a .積倹

5 I 異状なし .観震 要，a倹
6 I .双なし 要観a 要事虜検

1 I 異状なし 妻観. 要綱検

8 .挟なし 夏観. 妻君臨後

9 異主主なし 要観. 察署’倹

10 異主置なし 凄観震 －~貴
11 JU買なし 要観震 要’·~

12 異状なし 要観a 要輔4食

13 異状なし 夏観，z ヨE，膏後

14 異状なし 要観. 要篇唱曲

15 異主主なし .観. •WUー
16 At史なし 要観. 要綱倹

17 異状なし ..康 史明白4・
18 

I 
異状なし 史観. 裏”倹

19 ’E吠なし 裏観. 霊積自由

20 ＂叙なし ••• 要事，.

21 異択なし 痩観’E 裏普賢司食

22 ＂状なし 要.. .，’倹

23 異状なし 夏観a ..倹

24 異綾なし 要観. ’IMM 

25 異状なし 裏観. 要綱M
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令和 年 月

名古屋出入国在留管理局長 殿

名古屋出入1.1fl在留管理局処遇部門

首席入国警備官

日

胸部エックス線撮影（健康診断）実施報告書

名古屋出入国在留管理局における定期的胸部エックス線撮影実施要領に基

づき，胸部エックス線撮影（健康診断） を実施したので，下記のとおり報告

します。

記

1 実施日

令和－ 年

2 実施場所

当局診療室内レントゲン室

3 実施結果

月 、、，z
’

，，E
‘、

口
μ

別紙のとおり 人（異状なし人，要観察人，要精検人）

添付物

1 胸部エックス線撮影（健康診断）実施結果一覧表

2 照射録写し

部

部


